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3 さめがわ議会だより第143号

議会開会中に各常任委員会は、議案
の内容について調査を行い、詳細に
ついて各課長などから聞き取り検討
調査した。

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
●
鮫
川
村
行
政

手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
●
東
日

本
大
震
災
農
業
生
産
対

策
費
●
機
構
農
地
集
積

協
力
金
●
公
共
土
木
施

設
及
び
農
地
等
災
害
復

旧
工
事

●
総
務
管
理
費
修
繕
料

●
社
会
教
育
費
工
事
請

負
費
●
公
民
館
屋
内
消

火
設
備
設
置
工
事
●
中

学
校
費
消
耗
品
費
内
訳

調
査
内
容

調
査
内
容

総務文教常任委員会産業厚生常任委員会

　

12
月
定
例
会
は
、12
月
８

日
か
ら
１０
日
ま
で
の
３
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、平
成
２７

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
、条
例
な

ど
１０
案
件
が
審
議
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
、６
人

の
議
員
が
登
壇
し
、村
政
全

般
に
つ
い
て
質
し
た
。

条
例
の
制
定・

一
部
改
正
を
可
決

▼
鮫
川
村
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
第
９
条
第
２
項
及
び
同

法
第
１９
条
第
９
項
の
規
定
に

基
づ
き
、特
定
個
人
情
報
の

取
扱
い
が
安
全
か
つ
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
所
要
の
事
項

を
定
め
る
も
の
。

▼
鮫
川
村
村
営
バ
ス
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、障

害
者
基
本
法
等
に
お
い
て
用

い
ら
れ
て
い
る「
精
神
薄
弱
」

と
い
う
用
語
を「
知
的
障
害
」

と
い
う
用
語
に
改
め
る
こ
と

に
し
た「
精
神
薄
弱
の
用
語
の

整
理
の
た
め
の
関
係
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」に
基
づ

く
用
語
の
整
理
を
行
う
も
の
。

▼
鮫
川
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、税
の
徴
収
猶
予
に
係

る
村
の
徴
収
金
の
分
割
納
付

又
は
分
割
納
入
に
つ
い
て
定

地
方
消
費
税
交
付
金

７
９
０
万
円
１
千
円
追
加

地
方
交
付
税

５
６
１
２
万
５
千
円
追
加

国
庫
支
出
金

保
険
基
盤
安
定
負
担
金

２
３
９
万
８
千
円
追
加

○○

 

○

 

・

 

・○

 

・

 

・○

 

・

 

・○

 

・○

 

・○

 

・

 

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
費３２

０
万
１
千
円
追
加

県
支
出
金

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産

対
策
交
付
金

５
７
８
万
７
千
円
追
加

農
地
等
災
害
復
旧
事
業
費

６
２
９
万
９
千
円
追
加

寄
附
金

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

１
２
１
万
円
追
加

地
域
振
興
費
寄
附
金

１
０
０
万
円
追
加

繰
入
金

公
有
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

４
６
０
万
円
追
加

村
債

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
費

１
５
０
万
円
追
加

総
務
費

減
債
基
金
積
立
金

２
０
０
０
万
円
追
加

公
有
施
設
整
備
基
金
積
立
金

３
０
０
０
万
円
追
加

主
な
歳
入
補
正

主
な
歳
出
補
正

補正が行われた７会計。国保直診勘定の総額は変わらず内容が変更された。

農
地
等
災
害
復
旧
工
事
な
ど

9
3
9
9
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決

農
林
水
産
業
費

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産

対
策
費５７

８
万
７
千
円
追
加

機
構
農
地
集
積
協
力
金

１
９
１
万
円
追
加

土
木
費

住
宅
整
備
等
工
事

３
３
万
６
千
円
追
加

教
育
費

自
動
火
災
報
知
機
改
修
工
事

９
９
万
２
千
円
追
加

公
民
館
屋
内
消
火
設
備
設

置
工
事３８

１
万
４
千
円
追
加

災
害
復
旧
費

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

４
８
５
万
円
追
加

農
地
等
災
害
復
旧
工
事

７
８
０
万
円
追
加

○

 

・

 

・○

 

・○

 

・

 

・○
 
・
 

・

一
般
会
計

12
月
定
例
会

大 樂 勝 弘  村長

そ
の
他

め
る
規
定
、「
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」制
定
に
伴
う

改
正
の
他
、た
ば
こ
税
特
例
税

率
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改

正
等
を
行
う
も
の
。

▼
鮫
川
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
６
条
第
７
項
の
規
定
に

よ
り
、本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

9398万8千円増
445万1千円増

０
2730万7千円減
65万1千円増
10万円増

25万3千円減

事業勘定

直診勘定特

別

会

計

33億9438万1千円
5億5255万5千円
8095万5千円

1億7218万2千円
3459万円

4億7848万3千円
3491万2千円

一 般 会 計

簡 易 水 道
集 落 排 水
介 護 保 険
後期高齢者医療

国  

保

会　計　別 補　正　額 補正後の予算額

合　　　計 7163万円増 48億8032万2千円



登壇6人が

遠藤　貴人 議員
①地域における行政職員
の人材教育

リズバ

村政を問う！

さめがわ議会だより第143号　４

京條　英征 議員
生薬の郷をめざすべき
人にやさしい施設の
環境整備

①
②

前田　武久 議員
冬期の氷結における
危険村道の改良

①

宗田　雅之 議員
若年女性の定住策
修明高鮫川校の存続

①
②

関根　政雄 議員
青生野小の統合問題
条件付一般競争入札
の見直し
放射能検査の農産物
の価格を賠償請求

①
②

③

北條　利雄 議員
介護保険法改正に伴う
支援事業の計画
介護予防・日常生活
支援事業の整備
地方創生総合戦略

①

②

③

各議員のにがお絵は
鮫川小６年生の皆さん
の作品です。

　議会だよりに掲載する一般質問は「質問をした各議員の責務」において要約し、広報編集委
員会にて校正を経て掲載をしています。また各議員の再質問や執行者（村長、教育長）の答弁
の全ては、議会会議録に掲載されていますので、議会事務局（役場２階）、公民館（１階ロビー）、
図書館にてどなたでも閲覧することができます。



　
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
は
、

人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
展

望
を
示
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
ポ

イ
ン
ト
。人
口
予
測
の
根
拠
、

設
定
さ
れ
た
目
標
人
口
を
伺

う
。「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」は「
し
ご
と
」と

「
ひ
と
」の
好
環
境
づ
く
り
と

「
ま
ち
」の
活
性
化
で
あ
る
。政

策
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方

向
、具
体
的
な
施
策
を
伺
う
。

①
目
標
設
定
と
具
体
的
施
策

の
選
定
の
過
程
②
５
年
間
の

視
点
と
主
な
施
策
③
進
捗
状

況
の
把
握
と
目
標
管
理
の
方

法
④
地
域
間
の
連
携
調
整
⑤

目
標
実
現
の
予
算
確
保

　
国
立
社
会
保
障・人
口
問
題

研
究
所
の
人
口
予
測
の
推
計

値
は
、2
0
4
0
年
時
点
で

2,
4
6
0
人
と
見
込
ま
れ
、

日
本
創
生
会
議
の
消
滅
可
能

の
あ
る
自
治
体
の
定
義
に
該

当
し
な
い
。総
合
戦
略
は
、①

重
点
8
項
目「
ま
ち・ひ
と・し

ご
と
」の
分
野
ご
と
に
目
標
を

定
め
、5
年
間
の
計
画
期
間
で

取
り
組
む
。施
策
の
選
定
過
程

は
、各
種
団
体
ア
ン
ケ
ー
ト
、

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、村

民
と
職
員
に
よ
る
策
定
委
員

会
で
の
検
討
な
ど
②
暮
ら
し

質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

北
條 

利
雄 

議
員

人口予測の将来展望を伺う

消滅可能自治体の定義に該当しない

問

答

の
環
境
、産
業
と
雇
用
創
出
、

人
材
育
成
、転
入
交
流
人
口
な

ど
③
達
成
状
況
を
消
化
す
る

有
識
者
会
議
の
設
置
④
白
河

地
域
定
住
自
立
圏
を
中
心
と

す
る
連
携
協
力
⑤
地
域
消
費

喚
起
生
活
支
援
型
交
付
金
、

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
の

活
用
、地
方
創
生
加
算
化
交

付
金
を
予
定
。

　
政
策
の
検
証
も
ポ
イ
ン
ト
。

制
度
ご
と
の
建
前
の
構
造
や

全
国
一
律
の
ば
ら
ま
き
、地
域

に
浸
透
し
な
い
表
面
的
な
施

策
、短
期
的
な
成
果
を
求
め

る
施
策
な
ど
を
踏
ま
え
て
策

定
し
て
い
る
か
。

　
地
方
の
良
さ
、村
の
良
さ
を

引
き
出
す
施
策
を
慎
重
に
考

え
て
い
る
。農
村
景
観
、意
欲

的
な
生
産
活
動
、有
機
農
業
、

都
市
と
の
交
流
な
ど
を
踏
ま

え
て
本
村
に
合
っ
た
地
方
創
生

事
業
の
施
策
を
展
開
し
た
い
。

５ さめがわ議会だより第143号

再
質
問

再
質
問

　
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介

護
予
防
通
所
介
護
が
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
移
行
す
る
。問
題
点
は
、

要
支
援
の
方
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
支
援
事
業

に
移
行
す
る
こ
と
。介
護
認
定

者
は
、保
険
給
付
を
受
け
る

権
利
を
有
し
て
い
る
が
、保
険

給
付
か
ら
外
し
地
域
支
援
事

業
へ
移
行
し
、介
護
認
定
非
該

当
者
の
介
護
予
防・生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
、総
合
事
業

の
枠
組
み
の
中
で
、要
支
援
者

と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と

に
あ
る
。地
域
支
援
事
業
の

見
直
し
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　

今
年
度
中
に
地
域
包
括
ケ

ア
会
議
を
設
置
し
、介
護
予

防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

や
一
般
介
護
予
防
事
業
の
検

討
を
進
め
、事
業
を
移
行
し
た

い
。認
知
症
施
策
の
推
進
で

は
、郡
内
町
村
が
連
携
し
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

を
設
置
し
協
議
す
る
。

　
ケ
ア
会
議
は
、現
場
の
専
門

職
の
声
、幅
広
い
人
選
、利
用

者
や
地
域
の
声
を
生
か
す
必

要
が
あ
る
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
老
後

の
安
心
な
暮
ら
し
、地
域
で
支

え
合
う
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

総
合
事
業
は
、専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
線
引
が
不
明
確
。

多
様
な
担
い
手
が
関
り
、一
定

の
効
果
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。

家
族
や
地
域
の
自
治
組
織
の
変

化
を
背
景
に
、介
護
の
社
会
化

と
し
て
介
護
保
険
制
度
は
ス

タ
ー
ト
し
た
。地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
住
民
相
互
の
協
力
が

制
度
と
し
て
機
能
す
る
の
か
、

実
施
体
制
の
整
備
の
問
題
も
あ

る
。地
域
で
高
齢
者
を
守
る
仕

組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で

暮
ら
せ
る
仕
組
み
は
必
要
で
あ

る
。保
険
給
付
の
継
続
、地
域

力
の
向
上
、高
齢
者
の
在
宅
生

活
を
重
層
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

仕
組
み
が
目
指
す
べ
き
方
向
性

で
あ
る
。事
業
の
サ
ー
ビ
ス
供

給
体
制
整
備
を
伺
う
。①
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、評
価
、財

源
②
在
宅
医
療・介
護
の
連
携

質
問

答
弁（
村
長
）

推
進
の
事
業
体
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
生
活
支
援
の
担
い
手
の

育
成・発
掘
等
の
地
域
資
源
の

開
発・配
置
④
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
評
価
と
機
能
強
化

⑤
社
協
の
地
域
支
援
事
業
に
移

行
す
る
影
響
対
策

　

総
合
事
業
の
具
体
的
な
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。村
民
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、地
域

に
合
っ
た
介
護
予
防
・
生
活
支

援
を
包
括
的
に
提
供
す
る
地
域

包
括
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
協

議
を
進
め
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
会
議・認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
す
る

答 問
地
域
支
援
事
業
の
計
画
見
直
し
と
計
画
策
定

の
進
捗
状
況
を
伺
う

問
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
整
備
を
伺
う

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
協
議
を
進
め
る

答

デイサービスを利用する
皆さん



　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

生
き
残
り
を
目
指
し
て
村
と

し
て
何
を
な
す
べ
き
な
の

か
。
そ
の
大
き
な
要
因
で
あ

ろ
う
若
年
女
性
の
減
少
、
出

生
率
の
低
下
に
伴
う
少
子
化

対
策
は
重
要
で
あ
り
、
村
と

し
て
も
施
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
利
か
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

若
い
女
性
に
定
住
、
移
住
を

さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

　
ま
た
教
育
向
上
策
に
よ
る

村
創
生
も
一
つ
の
施
策
と
思

う
が
、
村
長
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
人
生
、
生

き
方
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
思
い
と
事
情
に
よ
り
移

住
、
定
住
す
る
わ
け
で
、
自

治
体
の
方
針
や
子
育
て
支
援

策
な
ど
で
、
意
思
を
決
定
す

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
前

提
に
立
っ
た
上
で
、
要
望
、

意
見
を
取
り
入
れ
、
可
能
な

限
り
移
住
、
定
住
環
境
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
若

い
女
性
の
定
住
、
移
住
に
寄

与
す
る
施
策
に
つ
い
て
も
十

月
に
設
置
し
た
、
村
民
と
職

員
に
よ
る
総
合
戦
略
策
定
委

員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
は
女
性
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
男
性
を
取

り
ま
く
社
会
全
体
の
問
題
で

あ
り
、
こ
う
し
た
社
会
の
問

題
や
課
題
に
直
面
し
た
と

き
、原
因
を
探
り
、知
恵
を
出

し
合
い
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
常
道
だ
ろ
う
と
思
う
。

再
質
問

再
質
問

質
問

質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

若年女性の定住策を伺う

移住・定住環境を長期的、継続的に
整備していく

問

答

　
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
が

あ
る
の
は
わ
か
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
、
村
を
存
続
さ
せ

る
に
は
、
子
供
を
産
み
育
て

る
女
性
が
い
な
け
れ
ば
、
村

は
存
続
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
に
、村
に
住
ん
で
頂
け
る
、

村
の
魅
力
、
雇
用
の
場
づ
く

り
が
大
事
と
思
う
が
、考
え

を
伺
う
。ま
た
教
育
の
向
上

策
に
つ
い
て
教
育
長
に
伺
う
。

　

今
の
時
代
、
会
社
を
誘
致

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
平
場
に
通

う
道
路
の
整
備
な
ど
の
環
境

整
備
な
ど
が
肝
心
で
あ
る
。

ま
た
子
供
の
教
育
の
充
実
、

教
育
力
の
ア
ッ
プ
、
一
人
ひ

と
り
の
気
力
を
向
上
さ
せ
る

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
定
住

を
図
り
た
い
。

　

学
力
は
家
庭
あ
る
い
は
教

育
力
に
よ
り
高
ま
っ
て
い
く

の
だ
と
思
う
。
現
在
、
子
供

た
ち
は
、
正
し
い
家
庭
、
子

育
て
に
必
要
な
家
庭
に
つ
い

て
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
学

習
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

も
の
を
、
村
全
体
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
修
明
鮫
川
校
の
存
続
策
は

特
徴
の
あ
る
高
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
支
援
し

て
い
く

答
　
年
々
子
供
の
数
が
減
少
す

る
中
で
、
今
年
度
の
修
明
鮫

川
校
へ
の
本
村
か
ら
の
入
学

者
が
な
く
、
今
後
の
存
続
が

危
惧
さ
れ
る
。
子
供
た
ち
の

存
在
は
村
に
活
気
を
も
た
ら

し
、
村
存
続
の
た
め
に
も
大

変
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
早
急
な
検
討
、
対
策

案
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

修
明
鮫
川
校
の
存
在
は
、

村
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
現
在

村
内
か
ら
の
生
徒
に
、
通
学

費
の
経
済
的
支
援
を
し
て
い

る
が
、
村
外
か
ら
鮫
川
校
に

通
う
生
徒
た
ち
に
も
、
同
じ

く
支
援
が
あ
れ
ば
、
生
徒
の

確
保
に
弾
み
が
つ
く
の
で
は

と
考
え
る
。
過
日
、
分
校
長

と
募
集
の
現
状
と
対
策
に
つ

い
て
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
中
で
だ
さ
れ
た
、

鮫
川
校
の
魅
力
を
県
内
地
区

の
中
学
生
な
ど
に
、
ど
の
よ

う
に
発
信
し
て
い
く
か
も
、

課
題
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

　
全
寮
制
の
学
校
だ
と
か
、

特
色
の
あ
る
、
専
門
的
な
学

課
の
検
討
も
必
要
で
は
。

　

子
供
た
ち
の
夢
を
叶
え
る

特
徴
あ
る
高
校
で
あ
れ
ば
、

ま
た
違
っ
た
募
集
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ

れ
ら
の
対
策
は
な
か
な
か
容

易
で
は
な
い
が
、
お
話
を
し

な
が
ら
、
特
徴
の
あ
る
高
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
支
援

し
て
い
く
。
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定住化のための環境整備

宗
田 

雅
之 
議
員

　

ま
た
、
少
し
焦
点
を
小
さ

い
子
供
た
ち
に
絞
っ
た
教

育
、
子
育
て
の
あ
り
方
と
い

う
こ
と
に
こ
れ
か
ら
力
を
入

れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
村
民

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
積

極
的
に
子
育
て
に
か
か
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
し
た
い
と
考
え
る
。



京
條 

英
征 

議
員

答
弁（
教
育
長
）

　
全
国
的
に
漢
方
薬
の
原
料

と
な
る
薬
用
植
物
を
栽
培
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

必
要
量
の
約
９
割
が
中
国
か

ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

必
要
量
の
安
定
し
た
確

保
、
生
薬
の
品
質
、
コ
ス
ト

高
傾
向
等
の
解
決
の
た
め

に
、
龍
角
散
、
ツ
ム
ラ
等
の

漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
が
、
国
内

栽
培
化
の
推
進
が
必
須
で
あ

る
と
の
認
識
に
至
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
農
業
の
活
性
化
対

策
の
一
つ
と
し
て
二
十
五
年

度
か
ら
、
国
の
補
助
事
業
も

開
始
さ
れ
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
村
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
て
、
荒
れ
果
て
て
行
く
ば

か
り
の
田
畑
一
面
が
、
生
薬

で
一
杯
に
な
っ
た
ら
と
想
像

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
と
生
産
者
が
一
体
と

な
り
、
意
欲
的
に
課
題
を
解

決
し
、
鮫
川
村
の
未
来
を
託

す
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
と
協
定

を
締
結
し
「
生
薬
の
里
」
構

想
を
掲
げ
て
い
る
自
治
体
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

　
土
壌
調
査
、
栽
培
指
導
員

の
派
遣
、
試
験
栽
培
を
経

質
問

答
弁（
村
長
）

　
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
６

月
議
会
に
続
い
て
の
質
問
で

あ
る
。
村
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
で
、
皆
に
自
慢
で
き

る
、
誇
れ
る
グ
ラ
ン
ド
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
表
土
の
問
題
な
の

か
排
水
の
問
題
な
の
か
再
度

検
討
し
て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、多
く
の
行
事
が
行
わ

れ
る
公
民
館
の
ト
イ
レ
や
冷

暖
房
に
つ
い
て
で
あ
る
。人
に

優
し
い
施
設
と
し
て
の
環
境

整
備
は
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る

が
教
育
長
の
考
え
は
如
何
か
。

　

雨
上
が
り
の
グ
ラ
ン
ド
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
、
役
員
等
か
ら
も
相
談
が

あ
り
状
況
は
把
握
し
て
い

る
。
表
土
の
入
れ
替
え
も
暗

渠
排
水
も
多
額
の
工
事
費
が

か
か
る
。

　

公
民
館
の
ト
イ
レ
、
空
調

設
備
等
に
つ
い
て
は
、
要
望

も
有
る
の
で
28
年
度
事
業
と

し
て
必
要
性
を
訴
え
な
が
ら

予
算
の
確
保
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

鮫川、目指せ「生薬の郷」づくり

気候風土に合った生薬があれば
全面的な支援は惜しまない

問

答

７ さめがわ議会だより第143号

漢方薬になる
シャクヤクとキキョウ

て
、
種
苗
の
提
供
、
収
穫
生

薬
の
全
量
買
い
上
げ
等
が
協

定
の
内
容
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ

が
す
で
に
中
国
産
生
薬
を
か

い
あ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

国
内
へ
の
安
定
供
給
だ
け
で

な
く
、
将
来
は
輸
出
の
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
と
生
薬
協

会
で
は
予
測
し
て
い
る
。

　
魅
力
あ
る
農
業
は
何
か
、

米
や
大
豆
に
代
わ
る
作
物
は

何
か
、
こ
の
課
題
は
避
け
て

通
れ
な
い
。
そ
の
課
題
の
一

つ
と
し
て
生
薬
栽
培
こ
そ
が

鮫
川
村
に
適
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　
今
の
時
代
に
生
き
る
者
と

し
て
、
特
に
、
行
政
に
関
わ

る
立
場
に
あ
る
者
で
あ
る
な

ら
ば
尚
さ
ら
に
、
自
然
豊
か

な
ま
ま
、
未
来
の
子
供
た
ち

に
誇
れ
る
姿
の
ま
ま
残
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
草
刈
り
を
ま
め
に
行
い
里

山
の
自
然
景
観
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
攻
め
の
農
業
が
必

要
で
あ
る
な
ら
ば
、
持
続
性

と
広
が
り
が
期
待
で
き
る
生

薬
栽
培
こ
そ
が
そ
れ
に
当
た

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
米
や
タ
バ
コ
か
ら
の
転

作
、
樹
皮
が
薬
に
な
る
薬
木

を
植
え
る
、
キ
キ
ョ
ウ
や

シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
の
生
薬
を
栽

培
し
観
光
客
を
呼
び
込
む
、

農
家
民
宿
で
薬
膳
料
理
や
薬

草
風
呂
の
提
供
等
も
考
え
ら

れ
る
。
東
京
生
薬
協
会
の
事

務
局
長
は
、
国
か
ら
の
交
付

金
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

八
十
万
円
で
あ
る
こ
と
、
国

内
産
を
４
割
以
上
ま
で
増
や

し
た
い
事
な
ど
か
ら
、
充
分

に
魅
力
あ
る
作
物
で
あ
り
続

け
る
と
強
調
し
て
い
た
。

　
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

　

全
国
的
に
栽
培
が
注
目
さ

れ
て
い
る
薬
草
栽
培
で
あ
る

が
、
近
年
中
国
国
内
に
お
け

る
重
要
の
伸
び
に
伴
っ
て
の

輸
入
価
格
の
上
昇
や
、
国
内

に
お
い
て
も
漢
方
製
剤
の
需

要
増
の
背
景
に
よ
り
、
今
後

も
生
薬
の
需
要
は
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
よ
う
だ
。
鮫

川
村
で
も
、
昨
年
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
薬
用
食
物
の
産
地

化
に
向
け
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
が
あ
り
、生
薬
栽
培
に
つ

い
て
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
試
験
栽

培
を
目
指
し
朝
鮮
人
参
を
候

補
作
物
と
し
て
要
望
し
た

が
、
す
で
に
会
津
地
方
で
栽

培
し
て
お
り
間
に
合
っ
て
い

る
と
い
う
話
で
あ
る
。
漢
方

問
人
に
優
し
い「
施
設
の
環
境
整
備
」を

グ
ラ
ン
ド
も
ト
イ
レ
の
状
況
も
把
握
し
て
い
る

答 薬
は
、
中
国
大
陸
の
気
候
風

土
に
合
っ
て
い
る
作
物
で
は

な
い
か
、
日
本
で
の
栽
培
は

技
術
が
伴
う
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

然
し
、
村
に
合
っ
た
生
薬

が
あ
り
、
関
心
が
あ
っ
て
手

を
挙
げ
て
下
さ
る
生
産
者
や

製
薬
メ
ー
カ
ー
が
有
れ
ば
鮫

川
村
と
し
て
全
面
的
に
支
援

し
協
力
は
惜
し
ま
な
い
の
で
、

情
報
を
お
願
い
し
た
い
。


